
近
世
中
期
に
お
け
る
身
延
山
信
仰
と
信
仰
圏

望

月

真

澄

は

じ
め
に

身
延
山
久
遠
寺
が
、
日
蓮
廟
所
が
あ
る
霊
場
と
し
て
祖
師
信
仰

(日

蓮
信
仰
)

の
根
幹
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
こ
と
で
あ
る
。
山

内
に
お
け

る
信
仰

の
地
域
、
つ
ま
り
参
詣
場
所
に
つ
い
て
は
、
従
来
本

堂
域
、
御
廟
所
域
、
奥

の
院
域
、
七
面
山
域
、
の
四
箇
所
に
区
別
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
各
地
域
に
お
け
る
身
延
山
信
仰
の
位
置
づ
け
に
関
し
て

は
か
つ
て
考
察
し
た
。
(
1
)

し
か
し
、
近
年
、
身
延
山
内
史
料
の
発
掘
や
身
延
町
教
育
委
員
会
が

編
集
し
た

『身
延
山
久
遠
寺
史
料
調
査
報
告
書
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
身
延
山
内
の
彫
刻

(仏
像
等
)
・
絵
画

・
典
籍

・
金
石
文
を
は

じ
め
と
し
た
、
従
来
明
ら
か
で
な
か

っ
た
資
料
が
紹
介
さ
れ
、
身
延
山

史
を
紐
解

く
鍵
と
な
っ
た
。
研
究
視
角
と
し
て
も
、
従
来
は
堂
宇
を
中

心
に
、
そ

の
中
に
あ
る
資
料
が
調
査

・
活
用
さ
れ
た
が
、
こ
の
報
告
書

は
堂
宇
と
堂
宇
を
結
ぶ
道
に
注
目
し
、
動
線
に
関
わ
る
資
料
を
掲
載
し

て
い
る
こ
と
は
評
価
さ
れ
よ
う
。
同
報
告
書
の
金
石
文

の
項
は
、
身
延

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

山
内
の
総
門
域
、
三
門
域
、
御
廟
所
域
、
本
堂
域
、
上
の
山
域
、
奥
の

院
域
、
七
面
山
域
、
と
い
つ
た
七
箇
所
に
分
け
て
関
係
資
料
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、
特
に
信
仰
関
係
資
料
と
し
て
は
、
総
門

・
三
門
域
、
御

廟
所
域
、
奥

の
院
域
、
七
面
山
域
の
中
に
確
認

で
き
る
。
そ
し
て
、
総

門
域
～
三
門
域
～
本
堂
域
、
本
堂
域
～
奥

の
院
域
と
い
っ
た
道
程
に
あ

る
資
料
が
注
目
で
き
よ
う
。

本
稿
は
、
身
延
山
信
仰
の
信
仰
圏
を
探
る
手
段
と
し
て
、
近
世
中
期

を
中
心
に
、
そ
の
時
代

の
信
仰
者
の
居
住
地
及
び
階
層
に
着
目
し
、
検

討
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
身
延
山
信
仰
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
伝
わ
る

資
料
を
紹
介
し
、
身
延
山
に
お
け
る
参
詣
場
所

の
成
立
時
期
と
身
延
山

信
仰
高
揚
の
時
期
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一

近

世
中
期

の
身
延
山
と
参
詣
場

所

近
世
中
期
の
身
延
山
は
、
祖
師
信
仰
の
高
揚

と
と
も
に
参
詣
者
が
増

加
し
た
が
、
併
せ
て
七
面
山
信
仰
の
高
揚
と
と
も
に
奥

の
院
や
七
面
山

に
至
る
参
詣
道
が
開
発
さ
れ
た
。
(
2
)

七
面
山

へ
の
参
詣
道

は
、
後
述
す
る
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月
)

よ
う
に
大
き
く
二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
る
が
、
上
の
山
や
妙
石
坊
は
身
延

山
や
七
面
山
の
参
詣
者
が
立
ち
寄
る
参
詣
場
所
で
あ
っ
た
。
(
3
)

そ
こ
で
、
上
の
山
地
域
を
ま
ず
概
観
し
て
み
た
い
。
近
世
後
期
に
身

延
山
の
参
詣
案
内
図
と
し
て
木
版
刷
り
で
大
量
に
印
刷
さ
れ
た

「身
延

山
絵
図
」
を
み
る
と
、
(
4
)

や
は
り
先
述
し
た
七

つ
の
信
仰
域
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
上
の
山
域
に
注
目
す
る
と
諸
堂
が

い
く

つ
か
確
認
で
き
る
。

こ
の
参
詣
図
か
ら
も
、
近
世
後
期
の
上
の
山
地
域
は
、
諸
堂
宇
が
整
う

身
延
山
信
仰
の
一
参
詣
地
と
し
て
位
置
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の

時
期
の
身
延
久
遠
寺
三
十

一
世
住
持
で
あ

っ
た
日
脱
は
、
身
延
山
中
興

の
師
と
仰
が
れ
て
い
る
が
、
身
延
山
内
に
祈
祷
堂
三
十
六
坊
を
建
立
し
、

各
坊
に
僧
侶
を
置
い
て
妙
経
を
読
誦
さ
せ
た
。
(
5
)

こ
の
祈
祷
堂
三
十
六
坊

は
、
日
脱

が
施
主
を
募

っ
て
建
立
し
た
房
舎

で
、
上
の
山
に
十

一
房
、

東
谷
に
三
房
、
西
谷
に
九
房
、
南
谷
に
三
房
、
醍
醐
谷
に

一
房
、
田
代

に
六
房
、
中
谷
に

一
房
、
稲
荷
に

一
房
、
棚
沢
に

一
房
と
山
内
各
所
に

建
立
さ
れ
た
。
こ
の
各
坊
舎
の
施
主
を
階
層
別
に
み
る
と
、
次
の
表
1

の
よ
う
に
な
る
。

(表
1
)
祈
祷
堂
三
十
六
房
施
主
の
階
層

階
層

房
数

房
名

武
家

六
房

円
光
房
、
春
窓
房
、
清
閑
房
、
松
玄
房
、

長
寿
房
、
真
善
房

武
家

の
女
性

十
二
房

瑞
光
房
、
芳
心
房
、
慶
雲
房
、
妙
応
房
、

貞
俊
房
、
春
光
房
、
仁
浄
房
、
芳
春
房
、

高
雲
房
、
長
松
房
、
清
輝
房
、
中
山
房
、

仙
台
房

女
性

一
房

見
塔
房

僧
侶

四
房

法
薗
房
、
顕
成
房
、
本
学
房
、
忍
脱
房

庶
民

八
房

宗
幸
房
、
渋
谷
房
、
常
栄
房
、
観
松
房
、

浄
蓮
房
、
定
林
房
、
実
道
房
、
宗
賢
房
、

信
了
房

 
 

不
明

三房

長
安
房
、
清
玉
房
、
妙
善
房
(
6
)

こ
れ
を
み
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
武
家

の
女
性

の
施
主
が
十
二
房

と
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
中
に
は
江
戸
城
大
奥

女
中
梅
の
方
と
そ
の
侍

女
が
建
立
し
た
貞
俊
房
､
春
光
房
が
あ
り
､
江

戸
城
大
奥
女
中
の
法
華

信
仰
も
み
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
で
き
る
。
そ
の
他
は
武
家
や
庶
民
、
僧

侶
が
施
主
と
な

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
庶

民
の
住
居
は
、
大
宮
町

(駿
河
国
)、
八
代

(甲
斐
国
)、
富
士
郡

(駿
河
国
)、
精
進
川

(駿
河
国
)、

江
戸

(武
蔵
国
)
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
身
延
山
近
隣
の
甲
斐

・
駿
河
や

江
戸
に
住
む
人
々
の
外
護
者
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

二

上

の
山
域

身
延
本
院
か
ら
奥
の
院
思
親
閣
に
至
る
道
筋

に
堂
宇
や
資
料
が
点
在

し
て
い
る
。

こ
れ
に
は
次
の
二
つ
の
ル
ー
ト
が
存
在
す
る
。
堂
宇
に
関

す
る
資
料
や
紀
行
文
等
か
ら
み
て
い
く
と
、
次

の
参
詣
路
が
確
認
で
き

る
。
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ル
ー
ト
①

本
堂
～
鬼
子
母
神
堂
～
丈
六
堂
～
三
光
堂
～
奥
の
院

ル
ー
ト
②

御
廟
所
～
妙
石
坊
～
松
樹
庵
～
願
満
稲
荷
～
奥
の
院

こ
の
中
で
も
参
詣
道
の
地
域
と
し
て
注
目
さ
れ
、
信
仰
関
係
資
料
が

伝
来
し
て
い
る
の
は
、
妙
石
坊
域
、
上
の
山
域
、
奥

の
院
山
頂
域
で
あ

る
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ら
の
参
詣
場
所
と
信
徒
層
に
つ
い
て
、
ル
ー
ト
①

に
着
眼
し
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

本
堂
か
ら
裏
手
で
、
奥
の
院
に
至
る
参
詣
道
の
中
に
上
の
山
と
い
う

地
域
が
存
在
す
る
が
、
寛
文
期
に
諸
堂
宇
が
移
転
さ
れ
、
身
延
山
信
仰

の
一
地
域
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
奥

の
院

へ
の
参
詣
道
に
お
け
る
堂
宇
や
参
拝
場
所
の
存
在
は
、
主
に
次
の
三

つ

の
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
。

資
料
①

「身
延
山
絵
図
」

近
世
後
期

本
堂
～
上
の
山

(番
神
宮
～
五
重
塔
～
稚
児
文
殊
～
一
乗
塔
～

経
蔵
～
丈
六
堂
～
大
黒
堂
～
三
光
堂
)
～
鉄
仏
～
常
題
目
堂

～
水
屋
～
東
照
宮
～
奥

の
院

資
料
②

「身
延
山
図
経
」

近
世
後
期

本
堂
～
上
の
山

(八
幡
宮
～
五
重
塔
～
鬼
子
母
神
堂
～
文
殊

水
・稚
児
文
殊
～
一
乗
塔
～
丈
六
堂
～
大
黒
堂
～
三
光
堂
～
鉄
仏
)

～
法
久
庵
～
富
士
岩
～
聚
遠
観
～
東
照
宮
～
龍
□

・
仙
薬

水
～
奥
の
院

資
料
③

「身
延
鑑
」

近
世
中
期

本
堂
～
天
照

・
八
幡
宮
～
五
重
塔
～
羅
刹
堂
～

一
切
経
蔵

近
世
中
期
に
お
け
る
身
延
山
信
仰
と
信
仰
圏

(望

月
)

～
稚
児
宮
～
丈
六
釈
迦
堂
～
大
黒
堂
～
三
光
堂
～
東
照
権

現
宮
～
題
目
堂

(常
照
堂
)
～
男
蛇
石
～
女
蛇
石
～
腰
掛

石
～
清
浄
水

(日
朗
井
戸
)
～
風
穴
～
奥
の
院

そ
れ
ぞ
れ
の
記
載
は
多
少
違
う
が
、
上
の
山
地
域
の
堂
宇
は
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
り
、
近
世
中
期
以
降
、
大
き
な
移
転

は
み
ら
れ
な
い
。
特

に
、

身
延
山

の
参
詣
案
内
と
な
つ
た

「身
延
山
絵
図
」
で
は
、
本
堂
域
を
図

の
中
心
部
と
し
て
上
部
の
中
央
に
上

の
山
域
、
そ
の
右
に
奥

の
院
域
、

左
上
部
に
七
面
山
域
と
三
つ
の
山
と
な

つ
た
地
域
が
参
詣
場
所
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
い
え
る
。
貞

享
元
年

(
一
六
八
四
)
の

「身
延
山
古
図
」
で
は
、
上
の
山
は

「身
延
山
絵
図
」
の
よ
う
に
独
立

し
た
山
と
し
て
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
奥

の
院

の
参
詣
途
中

の
参
詣
場

 

所
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
(
7
)

つ
ま
り
、
近
世
中
期
に
成
立
し
た
上
の
山

地
域
が
近
世
後
期
に
は
霊
場
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
中

で
、
上

の
山
域
に
着
目
し
て
み
る
と
、
近
世
初
頭
に
は
堂
宇

の
存
在
は
限
ら
れ
て
い
た
が
、
『身
延
山
諸
堂
記
』
に
よ
る
と
、
近
世

中
期
に
次
の
表
2
の
堂
宇
が
移
転
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(表
2
)

上
の
山
に
移
転
し
た
堂
宇

一
覧

堂
宇
名

移
転
年
月
日

元
の
場
所

久
遠
寺
住
持
名

刹
堂

寛
文
二
年

祖
師
堂
の
上

二
十
八
世
日
奠

五
重
塔

寛
文
三
年

位
牌
堂
前

二
十
八
世
日
奠

丈
六
釈
迦
堂

寛
文
四
年

二
天
門
側

二
十
八
世
日
奠
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月
)

三
光
堂

寛
文
五
年

祖
師
堂
と
位
牌
堂
の
間

二
十
八
世
日
奠

一
切
経
蔵

寛
文
七
年

本
堂

二
十
八
世
日
奠

大
黒
堂

(寛
文
年
間
)

祖
師
堂
上
の
山

二
十
八
世
日
奠

番
神
社

(寛
文
年
間
)

祈
祷
堂
前

二
十
八
世
日
奠

二
重
宝
塔

寛
文
十
年

新
造

二
十
九
世
日
莚

常
経
堂

寛
文
十
二
年

新
造

二
十
九
世
日
莚

つ
ま
り
、
寛
文
期
の
久
遠
寺
二
十
八
世
日
奠

・
二
十
九
世
日
莚
代
に

本
堂

・
祖
師
堂
域
堂
宇

の
一
部
が
上
の
山
域
に
移
転
し
、
身
延
山
信
仰

の

一
地
域
と
し
て
成
立
し
、
参
詣
案
内
記
や
参
詣
絵
図
に

一
参
詣
場
所

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

次
に
上

の
山

の
大
光
坊
に
お
け
る
堂
宇

・
仏
像
等
の
建
立
時
期
に
つ

い
て
み
て
み
よ
う
。
(
8
)

①
大
光
坊

・
三
光
堂

日
天
子

・
月
天
子
立
像
銘
文

寛
文
五
年

(
一

六
六
五
)

(日
天
子
像
背
面
朱
漆
書
銘
)

「南
無
大
日
天
王
/
□
甲
府
宰
相
綱
重
同

姫
君
息
災
延
命
子
孫
繁
栄
也
/
寛
文
五
年
十
月
十
五
日
/
日
奠

(花

押
)
」

(月
天
子
像
背
面
朱
漆
書
銘
)

「南
無
大
月
天
□
/
□
甲
府
宰
相
綱
重
同

姫
君
息
災
延
命
子
孫
繁
栄
/
寛
文
五
年
十
月
十
五
日
/
日
奠

(花
押
)」

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
寛
文
五
年

(
一
六
六
五
)
に
日
天
子

・
月
天
子
が

造
立
さ
れ
、
表
2
の
如
く
、
同
年
に
三
光
堂
の
堂
宇
が
建
立
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
年
不
詳

で
あ
る
が
、
「身
延
山
奥

の
院
宝
塔
施

入
面
々
｣
と
し
て

「御
本
丸
御
祈
祷
」
や

「二
御
丸
御
祈
祷
」

の
記
載

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
城
大
奥
女
中
が
寄
進
者
と
し
て
名
前
を
列
ね

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
三
光
堂
も
丈
六
堂
と
同
じ
く
江

戸
市
域
を
中
心
と
す
る
各
地

の
寄
進
者
に
よ
つ
て
建
立
さ
れ
た
堂
宇

で

あ
つ
た
の
で
あ
る
。

三

妙
石
坊
域

近
世
に
お
け
る
妙
石
坊
と
信
徒
層
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
､
既
に
奥

野
本
洋
氏
の
論
考
が
あ
る
。
(
1
0
)

そ
こ
で
は
、
近
世
中
期
の
妙
石
坊
住
持
と

信
徒
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
、
江
戸
市
域
を
中
心
と
す
る
庶
民

の
信
仰
が
明
ら
か
に
な

つ
て
い
る
。
(
1
1
)

こ
こ
で
は
、
そ
の
信
仰
者

の
居
住

地

・
階
層
に
つ
い
て
、
身
延
山
信
仰
の
各
場
所
と
の
関
係
や
参
詣
道
と

の
つ
な
が
り
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

妙
石
坊
内
に
あ
る
信
仰
関
係
資
料

の
中
か
ら
、
金
石
文
を
中
心
に

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
祖
師
像
台
座
銘

「宗
善
施
主
講
中
十

一
人
/

権
九
郎
十
二
日
講
中
/

釘
屋
八
郎
兵
衛
講
中
/
十

一
日
講
中
妙
因
」

②
祖
師
堂

・
祈
願
札
銘

宝
永
五
年

(
一
七
〇
八
)
「祖
師
講
中
/
八
日

講
中
/
九
日
講
中
/
一
一

日
女
講
中
/

一
三
日
講
中
/

一
九
日
講
中

/
願
主

江
戸
浅
草
東
中
町

萬
屋
徳
兵
衛
/
若
松
屋
茂
兵
衛
」

③
道
標
銘

宝
暦
五
年

(
一
七
五
五
)
十

一
月
日

「駿
河
国
富
士
郡
賀

嶋
河
成
嶋
村

望
月
與
平
治
嘉
治
」
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④
清
澄
堂

・
金
丸
銘

明
和
六
年

(
一
七
六
九
)
六
月
吉
祥
日

「施
主

尾
張
国
名
古
屋
桑
名
町
田
中
新
六
」

⑤
江
戸
大
火
死
者
精
霊
碑
銘

天
保
五
年

(
一
八
三
四
)
「神
田
皆
川
町

糟
屋
弥

五
右
衛
門
」

⑥
妙
法
堂

・
外
陣
坐
像
台
座
銘

嘉
永
六
年

(
一
八
五
三
)
「鰍
沢
宿
青

柳
徳
左
衛
門
/
施
主
河
住

七
三
之
丞
/
樋
口
吉
左
衛
門
」

⑦
妙
法
堂

・
日
蓮
聖
人
台
座
銘

年
月
日
未
詳

「願
主

江
戸
浅
草

山
口
千
枝
」

⑧
法
太
郎
像
台
座
上
畳
裏
墨
書
銘

年
月
日
未
詳

「江
戸
浅
草
/
山

口
千
枝
/
施
主
/
澤
田
和
助
」

⑨
妙
太
郎
像
台
座
上
畳
裏
墨
書
銘

年
月
日
未
詳

「澤
田
和
助
/
尊

像
願
主
/
江
戸
浅
草
住
人
/
山
口
千
枝
」

⑩
祖
師
堂

・
銅
灯
籠
銘

万
延
元
年

(
一
八
六
〇
)
四
月
吉
祥
日

「甲

斐
国
大
野
村
松
田
屋
惣
左
衛
門
」

⑪
日
蓮
聖
人
五
百
五
十
遠
忌
題
目
塔
銘

文
政
十

一
年

(
一
八
二
八
)

三
月
吉

日

「施
主

浅
草
堂
前

須
田
す
み
/
須
田
せ
い
/
坂
口

妻
/
高
村
き
せ
/
浅
草
堂
前
十
六
名
/
根
津
門
前
三
名
/
牛
込
六
名

/
深
川
佃
町

・
松
村
町

・
萱
屋
町
五
名
/
神
田
二
名
/
浅
草
堂
前
三

名
/
蔵
前
二
名
/
駿
河
国
清
水

一
名
/
蒲
原

一
名
/
岩
淵

一
名
」

こ
れ
ら
か
ら
も
、
江
戸
講
中
や
身
延
近
隣
地
域

の
人
々
の
存
在
が
確

認
で
き
る
が
、
資
料
的
に
は
、
元
禄

・
宝
永
期
、
そ
し
て
幕
末
期
に
集

中
し
て

い
る
。
浅
草
の
住
人
は
近
世
を
通
じ
て
妙
石
坊

の
諸
堂
宇
の
寄

近
世
中
期
に
お
け
る
身
延
山
信
仰
と
信
仰
圏

(望

月
)

進
者
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

奥

の
院
域

次
に
、
奥
の
院
域
に
お
け
る
信
仰
関
係
資
料

に
つ
い
て
、
山
頂
付
近

の
資
料
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

①
祖
師
堂
内
日
蓮
像

寛
永
十
三
年

(
一
六
三
六
)
五
月
十
三
日
衣
更

享
保
六
年

(
一
七
二一
)
京
都
仏
師
伊
藤
田
之
烝
に
よ

つ
て
再
興

②
祖
師
堂
内
六
老
僧
像

(日
昭

・
日
朗

・
日
興

・
日
向

・
日
持
)

延

宝
八
年

(
一
六
八
○
)
九
月
十
三
日

久
遠
寺
三
十

一
世
日
脱
判
形
(
1
3
)

③
妙
日

・
妙
蓮
像
が
再
興
(
1
4
)

天
和
二
年

(
一
六
八
二
)
四
月
十
九
日

日
脱
判
形

④
供
養
塔

天
明
二
年

(
一
七
八
二
)
五
月
吉
日

高
祖
大
菩
薩
御
書
に
い
は
く
、
教
主
釈
尊
之

一
大
事
之
秘
法
を
霊

鷲
山
尓
志
て
相
傳
し
、
日
蓮
が
肉
團
之
中
尓
加
久
し
持
て
り
、
か

か
る
不
思
議
乃
法
華
経
之
行
者
之
住
所
な

れ
ば
、
い
か
で
か
霊
山

浄
土
に
お
と
る
遍
き
や
、
此
み
ぎ
り
尓

の
ぞ
ま
ん
と
も
が
ら

ハ
、

無
始
之
罪
障
を
消
滅
し
て
三
業
之
悪
て
ん
じ
て
三
徳
と
な
ら
ん
。

彼
月
氏
之
霊
鷲
山

ハ
本
朝
此
身
延
之
嶺
な
利
、
南
無
妙
法
蓮
華
経

身
延
奥
之
院

日
蓮

(花
押
)

こ
こ
に
は
大
坂
河
内
屋
弥
兵
衛
家
族
の
家
内
安
全

・
子
孫
繁
栄
の
祈

願
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
日
蓮
報
恩
の
目
的
が
主
で
あ
り
、
こ
れ
に
加

253



近
世
中
期
に
お
け
る
身
延
山
信
仰
と
信
仰
圏

(望

月
)

え
て
先
祖

代
々
の
供
養
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
身
延
山
に
登
詣

す
る
こ
と
に
よ
る
、
個
人
の
罪
障
消
滅
、
三
徳
の
教
え
が
語
ら
れ
、
日

蓮
の
霊
性

が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。

ま

と
め
に

身
延
山
内
に
お
け
る
信
仰
の
地
域
は
、
総
門
域
、
三
門
域
、
御
廟
所

域
、
本
堂
域
、
奥
の
院
域
､
七
面
山
域
が
あ
る
が
、
近
世
中
期
に
な
る

と
、
二
十

八
世
日
奠
の
施
策
も
あ
つ
て
か
、
上

の
山
域
を
中
心
に
諸
堂

が
集
め
ら
れ
、
身
延
山
信
仰
の
中
心
と
な
る

一
地
域
に
な
っ
て
い
っ
た

こ
と
が
注

目
さ
れ
る
点
と
い
え
よ
う
。
特
に
、
寛
文
期
の
上
の
山
は
本

堂
域
か
ら

の
堂
宇
の
移
転
も
伴

つ
て
、
本
堂
域
の
背
後
に
聳
え
る
山
の

各
所
に
諸
堂
宇
が
点
在
し
、
荘
厳
な
参
詣
場
所
と
な
つ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
上
の
山
地
域
も
、
奥

の
院
に
参
詣
す
る
途
中
で
あ
り
、
奥

の

院
や
七
面

山
参
拝
者

の
増
加
と
と
も
に
庶
民

の
信
仰
対
象
と
な
つ
て

い
つ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

奥
の
院
参
詣
道
か
ら
み
た
上
の
山
域
は
、
寛
文
～
延
宝
期
に
奥

の
院

へ
の
主
要

ル
ー
ト
と
し
て
再
開
発
さ
れ
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。

一
方
、
妙
石
坊
を
通
る
参
詣
道
は
、
日
蓮
と
龍
女

の
伝
説
が
定
着

し
て
い
く

に
伴
い
、
龍
女
教
化

の
高
座
石
が
七
面
山
霊
場

へ
の
基
点
と

し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
き
、
元
禄
期

の
七
面
信
仰
の
高
揚
と
と
も
に

七
面
山
信
仰
の
重
要
な
参
詣
場
所
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
つ
た
の
で
あ

る
。

妙
石
坊
の
金
石
文
や
信
仰
関
係
資
料
か
ら
分
析
し
た
結
果
、
信
仰
の

地
域
と
し
て
は
、
全
体
的
に
江
戸
市
域
が
多
く
、
庶
民
層
か
ら
江
戸
城

大
奥
女
中

の
存
在
も
確
認
さ
れ
た
。
名
古
屋
や

大
坂
と
い
っ
た
都
市
部

の
人
々
も
み
ら
れ
、
主
に
都
市
部
を
中
心
に
身
延
山
信
仰
が
広
ま
り
を

み
せ
て
い
た
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。
金
石
文
を
は
じ
め
と
す
る
資

料
に
登
場
し
て
く
る
人
物
の
階
層
は
、
庶
民
が
主
で
あ
る
が
、
ど
の
職

種

の
人
々
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か

し
、
江
戸
市
域
に
お
い

て
は
、
浅
草
、
日
本
橋
、
深
川
と
い
っ
た
地
域

の
肩
書
を
持

っ
た
町
人

が
多
く
、
近
世
中
期
か
ら
幕
末
期
ま
で
盛
ん
に
身
延
山
に
登
詣
し
、
信

仰

の
証
し
と
し
て
の
題
目
塔
を
建
立
し
、
身
延
山

の
年
中
行
事
に
参
加

し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
扁
額
や
仏
具
銘
か
ら

し
て
、
堂
宇
や
荘
厳
具

の
寄
進
行
為
を
積
極
的
に
行
つ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
身
延
山
内
の
信
仰
地
域

の
成
立
時
期
と
各
地

域

の
相
互
関
係
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め

た
い
。

1

拙
著

『近
世
日
蓮
宗
の
祖
師
信
仰
と
守
護
神
信
仰
』
に
お
い
て
紹
介
し

て
い
る
。

2

拙
著
前
掲
書
。

3

近
世
の
身
延
山
の
堂
宇
や
参
詣
道
に
関
す
る
基
本
文
献
は
、
「身
延
山

諸
堂
記
」、
「身
延
山
坊
跡
録
」、
「身
延
山
絵
図
」、
「身
延
鑑
」、
「身
延
山

図
経
」
等
が
あ
る
。
後
者
三
点
の
刊
行
年
に
つ
い
て
は
、
北
沢
光
昭

『身

延
山
図
経
の
研
究
』、
藤
井
日
光
編
著

『身
延
鑑
』
解
題
を
参
照
さ
れ
た
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い
。

4

身
延
山
久
遠
寺
身
延
文
庫
所
蔵
。

5

『身
延
山
史
』

一
五
四
～

一
五
六
頁
。

6

『身
延
山
房
跡
録
』
身
延
文
庫
所
蔵
。

7

身
延
別
院
所
蔵

「
甲
州
身

延
山
久
遠
寺
絵

図
」

(藤
井

日
光
編
著

『
身

延
鑑
』
所
収
)
。

8

身
延
町
教
育
委
員
会

編

『
身
延
山
久
遠
寺
史
料
調
査
報
告
書
』
平

成
十

六
年

三
月
刊
。

以
下
特

に
註
記
し
な

い
史
料

は
同
史
料
集
掲
載

の
も

の
と

す
る
。

9

相
輪
塔

に
関

し
て
は
、
註

(
5
)
報
告
書

に
お
い
て
坂

田
正

一
氏

が
史

料
紹
介
し

て
い
る
。

10

奥
野
本
洋

「江
戸
中

期
に
お
け

る
諸
堂
宇
整
備

に

つ
い
て
～
学
禅

院
日

逢
を
中
心
と
し

て
～
」

(『
棲
神
』
六
六
号
所
収
)
が
主

な
も

の
で
あ
る
。

11

拙
稿

「江

戸

の
身
延

山
信
仰

」

(北
原
進
編

『
近
世

の
地

域
支
配

と
文

化
』
所
収
)
。

12

「身
延
山
諸

堂
記
」

(『
棲
神
』
五
六
号
掲
載
)
。

13

右
同
。

14

註

(8
)
と
同
。
同
史
料

集

に
は

「延
寳
八
年
七
月
十
七

日
/
修

徳
院

道
興
日
行
/

作
之
」
と
あ

る
。

15

註

(12
)

と
同
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

身
延
山

、
上

の
山
、
妙
石
坊(身

延
山
大
学
教
授

・
文
博
)

近
世
中

期

に
お
け

る
身
延
山
信
仰

と
信
仰
圏

(望

月
)
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48. The Hell Picture of Nozoki Karakuri 

Kiyoshi NEI 

Nozoki Karakuri is a street performance. It took place in the 17th century. 
Spectators watch moving dolls and pictures, and so on, through a glass win-

dow in a box. Among the painted pictures, many were drawn from the idea 
of Buddhist Hell and Paradise. Nozoki Karakuri has been preserved in Fu-
kae town, Nagasaki prefecture. It is one of the cultural treasures of Japanese 

Buddhism. 

49. Religion of Minobusan and religion area in modern period 

Shincho MOCHIZUKI 

Minobusan Kuonji-temple is Nichiren's hallowed ground. Nichiren lived in 
Minobusan in over nine years. Minobusan's hallowed ground was formed in 

medieval time. 

This paper inquires into the time and places of worship in Minobusan re-

gion on the basis of their relevant materials. 

50. Fujaku's View of the Huayan Thought 

Ryo NISHIMURA 

Fujaku (1707-1781) was a scholar-monk representative of the early modern 

period in Japan. He idealized the times of the historical Buddha and as a Vi-
naya monk practiced the Four-Part Vinaya. Scholarship to date has defined 
Fujaku as a heretic from the traditional doctrines. Huayan scholars have also 

criticized Fujaku's Huayan thinking, claiming that he is biased toward prac-
tice. 

Fujaku considered the five kinds of teaching classified by the Huayan as 
something practiced by himself over a distance of many lives. The Huayan 

philosophy has supported his practice from the present time to the time of 
his becoming a Buddha in the distant future. Fujaku's approach integrates
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